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お  
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川
西
地
区
・
原
田
の
四
元
邦

康
氏
宅
前
の
県
道
に
新
た
に
防

犯
灯
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

以
前
よ
り
地
域
か
ら
の
要
望

が
あ
り
、
前
年
度
に
承
認
さ
れ

た
防
犯
灯
設
置
費
補
助
金
で
実

現
し
た
も
の
で
す
。 

 

広
段
へ
の
登
坂
車
線
で
も
あ

る
こ
の
県
道
は
、
時
折
バ
イ
ク

の
姦
し
い
爆
音
も
聞
こ
え
る
と

の
事
で
、
防
犯
灯
が
そ
の
緩
和

に
一
役
買
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い

の
で
す
が
。 

  ■10月の行事予定■ 

□2日(日)    大軣小学校運動会 

□9日(日)    第12回市民運動会 

□10日(月)   10月期役員会 

□12日(水）  南方神社秋季大祭 

大村歴史さんぽ大村歴史さんぽ   

□祁答院町の世帯数 
 1,785世帯 
□大村の世帯数 
 359世帯 
□祁答院町の人口 
 男1,701人 
 女2,028人 
 合計3,729人 
□大村の人口 
 男376人 
 女422人 
 合計798人 
□協議会加入世帯数 
 284世帯 
 
   28年7月 現在 

10月号 

５ 鏑流神社 

 

文
字
通
り
鏑
流
に
鎮
座
し
、
俗
に

「
や
っ
さ
ど
ん
」
と
言
う
。
明
治
の

中
期
頃
ま
で
は
猿
田
彦
神
社
と
呼
ば

れ
、
現
在
も
石
碑
に
そ
の
よ
う
に
刻

ま
れ
て
い
る
。
祭
神
の
猿
田
彦
命

は
、
天
孫
降
臨
に
際
し
道
案
内
を
し

た
と
さ
れ
て
お
り
、
容
貌
魁
偉
で
鼻

は
高
く
、
身
の
丈
は
７
尺
あ
ま
り
と

さ
れ
、
道
祖
神
の
異
名
も
あ
る
。
謂

わ
ば
交
通
の
神
様
と
も
言
う
べ
き

か
。
今
昔
物
語
に
面
白
い
話
が
あ
る

が
今
回
は
割
愛
す
る
。 

 北極海に生息するニシオンデンザメの最高

齢は400歳だそうですが、それよりも途轍もなく

長生きをするというカメを川西のＴさんが捕獲

しました。しかし、Ｔさんが捕獲したというの

は正確ではなく、「これは怪しげな奴」あるい

は「これは縁起がよい」と思った年のころ２歳

になる飼い犬のこはるサンがこの珍客を吠え立

てて飼い主のＴさんが横取りをしたというのが

本当のところです。ともあれ、今年もすでに半

年を過ぎようとしていますが、吉兆のカメと出

会い、あとの半年は「ツルカメツルカメ」と鼻

毛を伸ばして暮らしたいもの、とは飼い主とこ

はるサンの言い分です。 

＝鶴は千年、亀は万年= 

い
つ
も
、
ご
苦
労
様
で
す 

 

年
間
を
通
し
て
、
幾
度
と
な
く
賄
い
の
機
会
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
度
に
地
域
の
女
性
会
員
の

方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
十
五
夜
綱
引
き
大
会
終
了
後
の
懇
親
会
の

賄
い
料
理
も
い
つ
も
の
よ
う
に
お
世
話
に
な
り
、

役
員
一
同
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
食
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
よ
り
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
振
舞
い
た
い
と
い
う
嬉
し
い
申
し
出
も
あ

り
、
「
読
み
聞
か
せ
」
の
後
、
お
な
か
を
空
か
せ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
仲
秋
に
は
少
し
早
い
秋
の
夜

空
は
叢
雲
が
広
が
り
お
月
様
は
拝
め
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
花
よ
り
団
子
。
美
味
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

に
子
ど
も
た
ち
は
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
食
べ
て
い

ま
し
た
。 

無病息災 老いも若きもヨイショヨイショ 

十
五
夜
綱
引
き
大
会 

 

9

月

10

日
・
土
曜
日
。
恒
例

の
十
五
夜
綱
引
き
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
の
仲
秋
の
名
月
は

15
日
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
一
足

早
い
綱
引
き
。 

 

 

綱
引
き
の
後
、
永
福
寺
の
本
堂
で 

読
み
聞
か
せ
も
行
い
、
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
も
熱
心
に
話
し
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。 


